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第
二
十
七
号



武　蔵　一　宮 （２）第二十七号

　
八
月
一
日
午
前
十
時
よ
り

例
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

畏
き
辺
り
よ
り
勅
使
と
し
て

掌
典
の
羽
倉
信
夫
様
御
参
向

の
も
と
厳
粛
に
行
い
、
東
游

の
奉
奏
を
頂
き
、
皇
室
の
弥

栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
幸
福
を

祈
念
致
し
ま
し
た
。

　
神
社
本
庁
統
理
の
御
名
代

に
神
社
本
庁
総
長
で
あ
る
石

清
水
八
幡
宮
の
田
中
恆
清
宮

司（
京
都
府
）、
埼
玉
県
神
社

庁
庁
長
で
あ
る
高
麗
神
社
の

高
麗
文
康
宮
司
、
大
野
隆
司

総
代
会
長
は
じ
め
氏
子
総

代
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市

長
、
県
内
神
職
、
招
待
し
た

崇
敬
者
な
ど
約
二
五
〇
名
の

御
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
四
年
ぶ
り
に
直
会
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
勅
使
奉
迎

の
た
め
、
参
集
し
た
町
内
山

車
神
輿
は
四
十
三
基
に
の
ぼ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
の
活
気

が
境
内
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。

内
田　
す
ず
子

堀
澤　
節

山
田　
郁
子

小
林　
瞳

牧
野　
安
甫

飯
野　
直
紀

加
藤　
正

蓜
島　
雲
外

金
田　
石
城

山
北　
知
子

清
水　
昌
子

島
﨑　
英
子

吉
澤　
公
子

久
保
田　
満
寿

𠮷
田　
ゆ
き
江

　
例
祭
に
際
し
左
記
の
皆
様
よ

り
雪
洞
書
画
の
奉
納
を
頂
き
ま

し
た
。
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　
（
順
不
同
敬
称
略
）

雪
洞
書
画
奉
納
御
礼

例
祭　

斎
行



武　蔵　一　宮（３） 第二十七号

写真提供：さいたま観光国際協会

大
宮
夏
祭
り
開
催

　
当
社
例
祭
に
あ
わ
せ
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
大
宮
夏
祭
り
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
駅
東
口
で
は
中
山
道

ま
つ
り（
八
月
一
日
・
二
日
）が
開
催
さ
れ
、
山
車
揃
い
巡
行
・
神
輿
揃
い
渡
御
の
他
、
和
太
鼓
演
奏
、
民
踊
輪
お
ど
り
、
阿

波
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
口
で
は
西
口
夏
ま
つ
り（
七
月
三
十
一
日
）と
ス
パ
ー
ク
カ
ー
ニ
バ
ル（
八
月
一
日
）が
開

催
さ
れ
、
神
輿
揃
い
渡
御
や
よ
さ
こ
い
踊
り
、
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
祭
に
際
し
左
記
の
皆
様
よ
り
奉
納
を
頂
き

ま
し
た
。
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
敬
称
略
）

清
酒　
㈱
中
村
写
真
館

　
　
　
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所

　
　
　
　
会
頭　
池
田
一
義

　
　
　
㈱
武
蔵
野
銀
行　

　
　
　
　
頭
取　
長
堀
和
正

　
　
　
㈱
電
成
社

　
　
　
解
脱
会

　
　
　
サ
ン
・
ア
ド
ニ
ィ
ス
㈲

　
　
　
　
石
田
和
美

　
　
　
㈱
和
泉
空
調
設
備

　
　
　
㈱
サ
ン
ベ
ル
ク
ス

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
鈴
木
秀
夫

　
　
　
㈱
不
動
テ
ト
ラ
北
関
東
支
店

　
　
　
　
支
店
長　
星
克
俊

　
　
　
㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

　
　
　
み
ず
ほ
証
券
㈱

　
　
　
ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ｏ
ｎ
℮　

　
　
　
　
葵
原
僖
祐

　
　
　
丸
三
屋

　
　
　
大
島
文
子

　
　
　
貴
田
容
子

　
　
　
髙
木
洋
明

　
　
　
篠
竹
静
子

　
　
　
吉
田
一
也　
由
香
里　
有
吾　
有
実

　
　
　
池
垣
彰
治

菓
子　
箭
弓
稲
荷
神
社

　
　
　
　
宮
司　
前
原
利
雄

西
瓜　
㈲
渡
辺
青
果
店

奉
納
御
礼

神輿揃い渡御山車揃い巡行

高張提灯パレード阿波踊り

神輿揃い渡御サンバパレード



第二十七号 武　蔵　一　宮 （４）

　

八
月
二
日
午
後
三
時
、
神
幸
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。
旧
神
領
地
の
六

町
内（
堀
の
内
、土
手
、大
成
、上
落
合
、

新
開
、
東
大
成
）の
氏
子
有
志
、
ま
た

氏
子
青
年
会
あ
わ
せ
約
一
〇
〇
名
の

皆
様
に
輿よ

丁ち
ょ
う

奉
仕
を
頂
き
神
輿
渡
御
、

神
橋
に
て
橋
上
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

橋
上
祭
は
神
輿
を
奉
安
し
た
後
、

開
扉
、献
饌
、祝
詞
奏
上
、神
楽
奉
奏
、

玉
串
拝
礼
と
続
き
ま
す
。
祭
典
の
最

後
に
は
、
特
殊
神
饌
と
し
て
お
供
え

し
た
小
麦
御
飯
と
直
酒
を
祭
員
が
直

会
と
し
て
頂
き
ま
す
。

修祓出御

献饌神楽奉奏

直会渡御

還御

神
幸
祭
斎
行



第二十七号武　蔵　一　宮（５）

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
を
は
じ
め

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

七
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下

　
　
　
　
　
　
　
　
還
幸
啓
奉
告
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
炎
天
）

　
　
三
十
一
日　
例
祭
前
日
祭

八
月　
　
一
日　
例
祭

　
　
　
　
二
日　
神
幸
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
立
秋
）

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
縣
護
國
神
社
み
た
ま
祭

九
月　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
栗
拾
い
）

　
　
　
　
　
　
　
敬
老
祭

　
　
二
十
三
日　
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　
　
　
秋
分
祭

　
榊
と
い
え
ば
、
現
在
は
一
般
的
に
ツ
バ
キ
科

の
常
緑
樹
の
事
を
い
い
ま
す
。し
か
し
古
く
は
、

常
緑
樹
の
総
称
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
青
々
と
生
い
茂
る
樹
木
は
、
い
わ
ば
生
命

力
の
象
徴
で
も
あ
り
、
生
気
を
宿
す
も
の
と
も

考
え
ら
れ
、
玉
串
と
し
て
御
神
前
に
お
供
え
し

た
り
、
大
麻
と
し
て
お
祓
い
に
使
っ
た
り
、
神

籬
と
し
て
神
が
宿
る
依
代
と
し
た
り
、
採
り

物
と
し
て
舞
人
の
手
草
に
使
わ
れ
た
り
、
様
々

な
神
事
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

古
事
記
や
日
本
書
紀
の
神
話
に
も
八
百
万

の
神
々
が
天
の
岩
屋
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
天
照

大
御
神
に
対
し
て
行
っ
た
祭
事
で
玉
や
鏡
や

幣
を
掛
け
た
五い

百お

津つ

眞ま

賢さ
か

木き

が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

玉
串
と
は
榊
の
小
枝
に
麻
な
ど
で
、
古
来

神
聖
な
も
の
、
清
ら
か
な
も
の
を
表
す
た
め
に

紙
垂
を
付
け
た
も
の
で
、
神
に
敬
意
を
表
し
、

且
つ
神
威
を
受
け
る
た
め
に
祈
念
を
込
め
て

捧
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
祭
で
勅
使

が
捧
げ
る
玉
串
は
二
尺
五
寸（
約
75
㎝
）の
長
さ

で
紅
白
の
絹
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
榊
の
小
枝
に
麻
を
つ
け
て
、

門
幣
と
し
て
楼
門
や
鳥
居
、
社
殿
な
ど
の
柱

に
付
け
、
清
浄
で
あ
る
事
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
榊
の
植
生
し
て
い
な
い
地
域
で
は
、
同
じ
ツ

バ
キ
科
の
柃ひ
さ
か
き

を
用
い
た
り
、
杉
や
樅も
み

、
樫か
し

な

ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。　

例祭太玉串人長の舞

修祓　榊の大麻門幣

神
社
で
用
い
ら
れ
る
榊
の
持
つ
意
味



武　蔵　一　宮 （６）第二十七号

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

例
祭
前
清
掃
奉
仕

武
蔵
野
銀
行
小
麦
奉
納

全
国
氏
子
青
年
協
議
会
大
会

　

さ
い
た
ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事

業
「
未
来
く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で
七

月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
大
宮
北
中
学

校
の
生
徒
四
名
、
七
月
五
日
か
ら
七

日
ま
で
大
成
中
学
校
の
生
徒
四
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内
清
掃
や
御

札
の
授
与
の
他
、
最
終
日
に
は
舞
殿

に
て
豊
栄
の
舞
を
奉
奏
頂
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
、
小
麦
を
奉
納
の

武
蔵
野
銀
行
様
御
参
列
の
も
と
、
奉

納
奉
告
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
小
麦
は
、
見
沼
田
ん
ぼ
を
舞
台

に
さ
い
た
ま
市
内
で
の
小
麦
の
地
産

地
消
を
推
進
す
る
事
が
目
的
の
「
見

沼　

田
ん
ぼ
〝
小
麦
〟
６
次
産
業
創

造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
小
麦
で
す
。

　

七
月
八
日
、
全
国
氏
子
青
年
協
議

会
の
第
六
十
一
回
東
京
大
会
が
行
わ

れ
、
当
社
氏
子
青
年
会
か
ら
十
四
名

が
参
加
致
し
ま
し
た
。
大
会
前
日
に

は
上
総
國
一
宮
玉
前
神
社（
千
葉
）を

正
式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

社
頭
往
来
①

　

七
月
二
十
七
日
午
前
九
時
よ
り
例

祭
前
の
神
域
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
の
奉
仕
者
は
当
番
町
内

で
あ
る
上
落
合
、新
開
の
氏
子
の
他
、

氏
子
青
年
会
、
敬
神
婦
人
会
、
八
雲

睦
会
あ
わ
せ
約
一
〇
〇
名
の
皆
様
で

　

八
月
二
十
七
日
、
令
和
六
年
正
月

に
御
奉
仕
頂
く
助
勤
奉
仕
の
希
望
者

に
向
け
説
明
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

一
日
か
ら
七
日
ま
で
で
男
子
二
〇
名
、

女
子
一
三
〇
名
募
集
の
予
定
で
す
。

　

八
月
二
十
日
、
末
社
の
稲
荷
神
社

に
鳥
居
の
奉
納
を
頂
い
た
萩
原
博
子

様
御
参
列
の
も
と
、
奉
納
奉
告
祭
を

行
い
ま
し
た
。

正
月
助
勤
説
明
会

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

本
殿
周
辺
や
楼
門
、
廻
廊
、
摂
末
社
、

勅
使
館
な
ど
の
清
掃
を
行
っ
て
頂
き

ま
し
た
。



武　蔵　一　宮（７） 第二十七号

　

宮
崎
県
に
て
第
七
十
三
回
全
国
敬

神
婦
人
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
九

月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
日
程

で
研
修
旅
行
を
実
施
、
当
社
敬
神
婦

人
会
よ
り
十
三
名
が
参
加
、
ま
た
大

会
前
に
宮
﨑
神
宮
を
正
式
参
拝
致
し

ま
し
た
。

　

九
月
十
七
日
、
日
本
吟
道
奉
賛
会

が
正
式
参
拝
の
後
、
呉
竹
荘
に
て
第

四
十
六
回
吟
詠
剣
詩
舞
奉
納
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
七
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

舞
殿
に
て
珊
瑚
ノ
宮
会
員
に
よ
り
宮

の
舞
が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

宮
の
舞

柳
生
心
眼
流
奉
納
演
武

表
千
家
献
茶
式

吟
道
奉
賛
会

全
国
敬
神
婦
人
会
大
会

社
頭
往
来
②

　

さ
い
た
ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事

業
「
未
来
く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で
九

月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
与
野
東
中
学

校
の
生
徒
四
名
、
九
月
六
日
か
ら
八

日
ま
で
大
宮
土
呂
中
学
校
の
生
徒
四

名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

　

九
月
二
十
三
日
、
表
千
家
同
門
会

埼
玉
県
支
部
献
茶
奉
賛
会
に
よ
る
献

茶
式
が
執
り
行
わ
れ
、
御
家
元
猶
有

斎
千
宗
左
宗
匠
の
ご
奉
仕
に
て
ご
神

水
に
よ
る
濃
茶
薄
茶
が
神
前
に
点
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
席
に
は
約

二
三
〇
名
の
参
会
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
三
日
、
正
式
参
拝
の
後
、
柳

生
心
眼
流
兵
法
柳
正
館
会
員
に
よ
り

演
武
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。



武　蔵　一　宮 （８）第二十七号

　
全
国
の
神
社
に
祭
の
音
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
約
二
八
〇
社
あ
る
氷
川
神
社
の
分

社
、
そ
の
中
か
ら
珍
し
い
お
祭
り
を
伝
え
る
小
川
町
の
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

　
由
緒　
創
建
は
、
斎
明

天
皇
五
年（
６
５
９
）に
、

役
小
角
が
都と

幾き

山さ
ん

か
ら
望

ん
だ
景
色
を
賞
で
、
か
つ

霊
感
を
得
た
の
で
祠
を
建

て
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

の
分
霊
を
勧
請
し
た
。
そ

し
て
、
自
作
の
木
彫
り
の

神
像
を
奉
安
し
、
当
地
の

繁
栄
鎮
護
の
祈
念
を
行
っ

た
と
伝
え
る
。

　
エ
ン
エ
ン
ワ
と
は　
秋
の
例
大
祭
に
行
わ
れ
る
因
縁
和（
圓
圓
和
と
も
）は
、
そ
の
発
祥
を
鎌

倉
時
代
以
前
か
ら
と
も
、
守
邦
親
王
が
東
王
寺
に
寓ぐ
う
し
て
い
た
時
に
比
叡
山
に
伝
わ
る
廷
年
舞

を
模
し
て
行
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
行
事
の
次
第
は
、
例
大
祭
の
玉た
ま
串ぐ
し
奉ほ
う
奠て
ん
の
後
、
白

装
束
に
身
を
包
ん
だ
男
児
二
名
が
御
末
社
に
夕ゆ
う
御み

饌け

の
献
膳
を
行
う
。
献
膳
が
終
わ
る
と
、
次

に
全
国
六
十
余
州
の
一
の
宮
の
大
神
へ
の
奉
献「
中
道
廻
り
の
式
」に
移
る
。氏
子
一
同
は
揃
っ

て
本
殿
に
拝
礼
を
行
っ
て
か
ら
神
社
の
外
側
へ
左
か
ら
歩
を
進
め
中
道
に
入
る
。
か
つ
て
は
長

老
を
先
頭
に
日
像
・
月
像
の
旗
が
漸ぜ
ん

行こ
う

し
、
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら
し
な
が
ら
進
ん
だ
と
い
う
。

中
道
に
入
る
と
、
ま
ず
先
達
が
代
々
伝
わ
る
「
因
縁
和
式
目
」
に
従
っ
て
大
声
で
唱
え
る
。
大

神
ご
と
に
氏
子
一
同
が「
え
ん
え
ん
わ
」と
集
落
中
に
響
き
渡
る
よ
う
な
大
声
で
後
に
続
け
て
唱

和
し
、献
散（
散
供
）の
者
が
、萱
の
箸
で
赤
飯
と
粢し
と
ぎを

空
高
く
投
げ
上
げ
て
大
神
に
奉
献
す
る
。

一
周
し
て
、
最
後
に
大
鳥
居
の
所
で
当
社
氷
川
大
神
の
唱
和
を
し
て
終
了
す
る
。

分
社
紹
介　
上
古
寺
氷
川
神
社 

―
八
百
万
の
神
が
対
象
の
エ
ン
エ
ン
ワ
―

鎮
座
地
　
埼
玉
県
小
川
町
上
古
寺
五
六
六

　
二
の
鳥
居
前
に
一
対
の
石
燈
籠
が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
燈
籠
は
嘉

永
六
年（
一
八
五
三
）の
も
の
で
、
大
宮
宿
や
周
辺
の
村
の
人
々
の
名
は
も

と
よ
り
、
遠
く
は
江
戸
の
人
た
ち
の
名
前
も
読
み
取
る
事
が
出
来
、
車
力

信
心
中
と
い
う
団
体
の
名
も
目
を
引
き
ま
す
。
車
力
と
は
大
八
車
な
ど
の

荷
車
で
運
送
を
生
業
と
す
る
人
の
事
で
す
。
大
宮
宿
は
中
山
道
の
み
な
ら

ず
、
日
光
街
道
千
住
宿
に
通
じ
る
大
宮
千
住
道
や
与
野
・
川
越
・
原
市
・

岩
槻
を
結
ぶ
道
の
起
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
石
灯
籠
に
は
約
四
五
〇
名
の
寄
進
者
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
に
本
陣

の
山
崎
喜
左
衛
門
の
名
も
あ
り
ま
す
。
明
治

天
皇
は
明
治
元
年
の
氷
川
神
社
御
親
祭
が
終

わ
る
と
山
崎
家
で
昼
餐
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
宮
宿
は
寛
永
五
年（
一
六
二
八
）に
新
し

く
開
か
れ
た
こ
と
か
ら
地
子（
年
貢
）が
免
除

さ
れ
、
人
を
呼
び
込
む
政
策
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
人
の
移
動
や
物
流
が
盛
ん
に

な
る
と
宿
場
の
義
務
で
あ
る
伝
馬
宿
継
が
大

き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。
幕
府
は
宿
人
馬

の
不
足
を
補
う
助
郷
な
ど
を
取
り
決
め
ま
し

た
が
解
決
に
は
至
ら
ず
、
明
治
初
期
の
伝
馬

制
度
廃
止
ま
で
大
宮
宿
の
人
々
は
苦
労
を
重

ね
ま
し
た
。

　
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
た
大
宮
宿
。

明
治
と
な
り
、
鉄
道
が
交
通
の
中
心
と
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、
明
治
十
八
年
に
大
宮
に
も

駅
が
開
設
さ
れ
「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
大

き
く
発
展
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
と
氷
川
神
社　

大
宮
宿

二の鳥居前の石灯籠

社殿

祭典

石灯籠に刻まれた寄進者名

写真提供：小川町教育委員会
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令
和
五
年
現
在
、
大
宮
駅
は
Ｊ
Ｒ
・
東
武
鉄
道
・
ニ
ュ
ー
シ
ャ

ト
ル
の
三
社
が
入
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
す
。
東
北
新
幹
線
や
京
浜

東
北
線
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
線
、東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
、ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
の
十
二
路
線
が
乗
り
入
れ
、
路
線
の
規
模
と
し
て
は
、

東
京
駅
に
次
い
で
全
国
で
二
番
目
に
大
き
い
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
に
初
め
て
開
通
し
た
鉄
道
は
明
治
十
六
年（
一
八

八
三
）の
日
本
鉄
道
上
野
・
熊
谷
間（
現
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
）で
、
大
宮

駅
は
明
治
十
八
年
に
開
設
、
同
年
大
宮
・
宇
都
宮
間（
現
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
線
）が
開
通
し
ま
し
た
。
人
の
移
動
の
み
な
ら
ず
物
資
の
運

搬
に
よ
り
諸
産
業
が
発
展
し
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
日
に

は
日
本
鉄
道
大
宮
工
場
が
大
湯
祭
を
期
し
て
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
当
初
の
職
工
数
は
二
三
九
人
で
し
た
が
三
年
後
に
は
一
、

三
六
九
人
と
拡
大
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
九
年
の
鉄
道
国
有
法

に
よ
り
日
本
鉄
道
株
式
会
社
は
国
有
化
、
大
宮
工
場
も
明
治

四
十
年
、
帝
国
鉄
道
庁
大
宮
工
場
と
な
り
〝
鉄
道
の
ま
ち
〟
と

し
て
飛
躍
し
て
い
き
ま
し
た
。

［
参
考
］
大
宮
市
史
四
巻
４
８
１
～
５
０
６
ペ
ー
ジ

　
国
鉄
の
大
宮
保
線
区（
現　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）か
ら
名
を
取
っ
た
大
保
神
社
。

昭
和
初
期
、
鉄
道
職
員
は
政
府
の
官
吏
減
俸
政
策
に
対
し
総
辞
職
で
対
抗
、
一
定
の
成
果
を
得
て
妥
結

し
ま
し
た
。
大
宮
保
線
区
職
員
は
返
却
さ
れ
た
三
一
五
人
の
辞
職
願
を
御
神
体
と
す
る
異
色
の
神
社
を

建
立
、
拳
骨
神
社
と
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
新
た
に
大
宮
保
線
区
で
殉
職
し
た

職
員
の
御
霊
を
合
祀
し
て
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
併
せ
て
死
傷
事
故
絶
滅
を
祈
願
す
る
た
め
に
大
保

神
社
と
改
称
し
ま
し
た
。
現
在
は
令
和
四
年
に
新
設
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
設
備
総
合
事
務
所
の
敷

地
内
に
遷
座
さ
れ
、
社
員
の
安
全
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
庚
申
神
社
は
、
も
と
も
と
大
宮
駅
構
内
に
あ
っ
た
猿
田
彦
命
を
祀
る
祠
を
遷
し
た
神
社
で
す
。
庚
申

信
仰
は
、
神
道
で
は
猿
田
彦
命
と
結
び
つ
い
て
道
祖
神
信
仰
と
同
一
と
考
え
ら
れ
、
村
境
な
ど
に
祀
り

防
疫
や
旅
行
安
全
、交
通
安
全
な
ど
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。大
宮
駅
の
庚
申
祠
は
拡
張
工
事
に
よ
り
度
々

移
転
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
元
の
祠
の
あ
っ
た
場
所
で
鉄
道
事
故
が
多
発
し
た
た
め
、
祟
り
を
恐
れ
た

鉄
道
職
員
と
地
元
有
志
に
よ
り
明
治
三
十
七
年
に
鐘
塚
公
園
の
所
に
社
を
建
て
安
置
、
昭
和
六
十
年
に

現
在
地
に
遷
座
し
ま
し
た
。
同
社
の
神
輿
は
大
宮
駅
西
口
の
夏
ま
つ
り
の
際
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支

社
の
社
員
に
よ
り
担
が
れ
て
お
り
、
本
年
は
四
年
ぶ
り
に
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鉄
道
の
ま
ち　

大
宮

大
保
神
社
と
庚
申
神
社

大保神社

庚申神社

ＪＲ社員が担ぐ庚申神社の神輿

大正三年　大宮駅待合所正面
写真提供：さいたま市アーカイブズセンター

明治三十二年　大宮鉄道工場全景
写真提供：JR東日本大宮支社
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（
敬
称
略
）

七
月　
九
日　
祭
典
年
番
会
議

　
　
　
九
日
　
埼
玉
中
央
Ｊ
Ｃ

　
　
　
十
日　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
四
日
　
埼
玉
中
小
企
業
家
同
友
会

　
　
十
五
日
　
埼
玉
県
知
事
大
野
元
裕

　
　
十
七
日　
婚
礼
展
示
会

　
二
十
四
日　
神
社
庁
雅
楽
講
習
会

　
二
十
七
日　
例
祭
前
氏
子
清
掃
奉
仕

八
月
　
七
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
七
日
　
二
宮
神
社
分
祀
奉
告
祭

　
二
十
五
日
　
神
道
婦
人
会
研
修
会

　
二
十
七
日
　
正
月
助
勤
説
明
会

　
二
十
七
日　
珊
瑚
ノ
宮

　
二
十
九
日
　
北
足
立
支
部
役
員
会

九
月　
一
日　
参
道
対
策
会
議

　
　
　
三
日　
柳
生
心
眼
流
兵
法
柳
正
館

　
　
　
三
日　
安
達
太
良
神
社
奉
賛
会

　
　
　
　
　
　
　
青
年
部

　
　
十
二
日　
神
社
庁
雅
楽
祭
祀
舞
研
修
会

　
　
十
五
日　
責
任
役
員
会

　
　
十
五
日　
敬
神
講
社
理
事
会
評
議
員
会

　
　
十
七
日　
日
本
吟
道
奉
賛
会

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
地
方
本
部

　
　
十
七
日　
大
宮
茶
道
連
盟

　
　
十
七
日　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
三
日　
明
日
の
さ
い
た
ま
を
創
る
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

七
月
の
奉
納
献
華

八
月
の
奉
納
献
華

九
月
の
奉
納
献
華

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御

篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

・
明
治
安
田
生
命
大
宮
西
営
業
所

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花

古流松藤会　岩波理豊
草月流　　　沖山草俊
古流松藤会　川嶋理智

　
境
内
の
末
社
、
稲
荷
神
社
の
修
繕
工
事
が
完
了
致
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
川
元
麻

実
子
様
の
御
奉
納
に
よ
り
、
施
工
を
株
式
会
社
菱
匠
に
依
頼
し
屋
根
上
軒
天
補
修
や

内
外
部
の
塗
装
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

稲
荷
神
社
修
繕
工
事

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊

桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
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十
二
月
十
日
の
大
湯
祭
で
は
弁
天
島（
宗
像
神
社
）に
て
種
銭
の
授
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。
種
銭
は
福
徳
財
運
の
元
手（
種
）に
な
る
「
銭
」
で
、
お
納
め
頂
い

た
お
賽
銭
の
一
部
を
お
返
し
し
、
種
銭
と
し
て
豊
か
に
実
る
よ
う
に
お
使
い
頂

き
、
年
々
増
や
し
て
頂
く
と
い
う
信
仰
で

す
。

　
近
年
で
は
真
新
し
い
硬
貨
を
準
備
し
種

銭
と
し
て
お
分
け
し
て
い
ま
す
が
、
電
子

マ
ネ
ー
な
ど
現
金
以
外
の
決
済
手
段
が
一

般
に
も
浸
透
し
、
造
幣
局
で
も
新
し
い
硬

貨
の
製
造
数
が
少
な
く
な
り
、
種
銭
と
し

て
ご
用
意
す
る
事
が
困
難
に
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
古
い
硬
貨
ほ
ど
世
の
中
を
流

通
し
た
た
め
、
良
い
種
と
し
て
お
頒
ち
し

て
い
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
方
向
で
用
意

す
る
事
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
金
運
が
上
昇
し
、
お
金
を
呼
ぶ
御

利
益
が
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
祷
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
初
穂
料　
　
七
〇
〇
円

　
授
与
期
間　
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
～
十
二
月
十
日

大
湯
祭
で
授
与
し
て
い
る
種
銭
に
つ
い
て

観
月
雅
楽
演
奏
会

武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

大
湯
祭
で
は
新
た
に
金
運
守
の
授
与
を
開
始
致
し
ま
す

〇
日
程　
十
月
二
十
五
日（
水
）

〇
開
演　
午
後
六
時

〇
会
場　
舞
殿

〇
曲
目　
神
楽　
豊
栄
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
浦
安
の
舞

　
　
　
　
管
絃　
壱
越
調
音
取

　
　
　
　
　
　
　
酒
胡
子

　
　
　
　
　
　
　
胡
飲
酒
破

　
　
　
　
舞
楽　
蘭
陵
王

　
　
　
　
　
　
　
落
蹲
※

※
一
人
で
舞
う
納
曽
利
の
事

〇
日
程　
十
一
月
一
日（
水
）～

　
　
　
　
十
一
月
十
五
日（
水
）

〇
会
場　
楼
門
内
廻
廊
、
舞
殿
他

〇
内
容　
ダ
ル
マ
、
福
助
、
盆
養
、

　
　
　
　
懸
崖
、
切
花
、
盆
栽
等
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第
二
十
八
号
は
令
和
六
年
一
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

ホーム
ページ

インスタ
グラム

エックス
（旧Twitter）

　最新のお知らせは
ホームページ、SNS
で御案内致します。
正月（1/1～8）は帳
面への記入は行って
おりません。特別紙
朱印、新規帳面のみ
の授与となります。

令和６年の厄年（数え年）

数え年 前厄 本厄 後厄

男 の 厄 25 才
平成
13 年

平成
12 年

平成
11 年

男の大厄 42 才
昭和
59 年

昭和
58 年

昭和
57 年

男 女 厄 61 才
昭和
40 年

昭和
39 年

昭和
38 年

数え年 前厄 本厄 後厄

女 の 厄 19 才
平成
19 年

平成
18 年

平成
17 年

女の大厄 33 才
平成
 ５ 年

平成
 ４ 年

平成
 ３ 年

女の小厄 37 才
昭和 64 年
平成　元 年

昭和
63 年

昭和
62 年

令和６年の方位除（数え年）

  北　東　  南　西　

昭和

 ６ 年 94 才

昭和

３ 年 97 才

15 年 85 才 12 年 88 才

24 年 76 才 21 年 79 才

33 年 67 才 30 年 70 才

42 年 58 才 39 年 61 才

51 年 49 才 48 年 52 才

60 年 40 才 57 年 43 才

平成

 ６ 年 31 才

平成

３ 年 34 才

15 年 22 才 12 年 25 才

24 年 13 才 21 年 16 才 

令和 ３ 年 ４ 才 30 年 ７ 才

  中央 （八方除）　 北
大正 14 年 100 才

昭和

４ 年 96 才

昭和

 ９ 年 91 才 13 年 87 才

18 年 82 才 22 年 78 才

27 年 73 才 31 年 69 才

36 年 64 才 40 年 60 才

45 年 55 才 49 年 51 才

54 年 46 才 58 年 42 才

63 年 37 才

平成

４ 年 33 才

平成

 ９ 年 28 才 13 年 24 才

18 年 19 才 22 年 15 才

27 年 10 才 31 年
元 年  ６ 才

特別紙朱印「幸せへの道」
11月1日授与開始

正月特別紙朱印
1月1日授与開始

特別紙朱印「前斎（左）」「本祭の賑い（右）」
11月30日授与開始


